




ちますが、半透明・ペースト状で、やや黒っぽい
付着物が確認できます。付着物は、くぼんだ部分
や突出部が立ち上がる基部にあり、縁

ふ ち

や文字面と
いった突出部の一部にも付着しています。工具で
軽くこすると削

そ

ぎ落すことができます。微細なく
ぼみ内にあるものの除去は容易ではありませんが、
丹
た ん

念
ね ん

に作業すると銅の地
ぢ

金
が ね

が見えるようになるま
で除去できます。この付着物は、銭表面全体を薄

う す

く覆っていると考えられますが、突出部では他の
物体と接触することによって除去され、他と接触
しない凹

く ぼ

んだ部分は除去されることなく残存し、
蓄
ち く

積
せ き

しているようです。これは腐食生成物の一種
なのか、浸漬されていた油に由来するのかは不明
なので、もう少し調査が必要です。
　一部には微細な初期段階と考えられる緑色サビ
が発生しています（図6）。
　A7966との比較点として、他の銭などと固着
痕跡がないことは注目できます。
　
サビない銅製品の秘密を知りたい
　今回抽出した２枚の銅銭は、同じ永楽通宝であ
り、埋まっていた状況、出土後の状況もほぼ同じ
です。それなのにサビの状態がこれほどまで違う
のはなぜなのか、ここに銅製品保存のヒントがあ
りそうで、著者が関心を寄せているところです。
北の脇一

い っ

括
か つ

出
しゅつ

土
ど

銭
せ ん

としては2,862枚が博物館に寄
贈されていますので、今後も調査や分析例を増や
して、サビない銅製品の秘密に迫りたいと考えて
います。　　　　　　　　（考古・保存科学担当）

が確認でき、緑色サビが大きくなっていく状況を
示しています。また、微

び

細
さ い

な粒子が集まる部分も
ありますが、半透明の被

ひ

膜
ま く

を伴っています。緑色
サビは炭酸銅の一種です。
　青色サビは非常に小さな粒子で、銭本体に密着
する位置で生じ、それを覆うように緑色サビが成
長しているような状態です。青色と緑色のサビが
接する部分では、緑色サビが青色に染

そ

まったよう
にも見えます。青色サビも炭酸銅の一種で、緑色
サビとともに「緑青」と呼ばれるサビです。
　微細粒子状の赤色サビは、銭の外側の縁部分や
文字部分など他より突出した面部分で、別の銭と
固着・その後剥

は く

離
り

したと思われる痕
こ ん

跡
せ き

の、緑色サ
ビの下層・銭本体に接する位置で確認できます。
また文字「楽」の「木」の奥まった部分には、赤
色の結

け っ

晶
しょう

が生じています（図４）。赤色サビは酸
化銅です。
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　光沢があり、古さがあまり感じられません。銭
の外

が い

縁
え ん

部分や文字の突出部分は、光沢が特に目立
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図５　A8022の拡大写真。黒っぽい部分はペースト状の
付着物がある部分。やわらかいので、除去作業は容易。

図６　A8022にも、微細であるが緑色サビが生じている。

図４　赤色サビが見える
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　徳島県第二の大
た い

河
が

、那
な

賀
か

川
が わ

。その流域にはナカガワノギクのような希少な植物が自生しています。また、
国会議事堂にも使われた石灰岩の石材や貴重なアンモナイトの化石などもあります。そして、その豊かな
自然にはぐくまれて昔から人々が生活を営んできました。朱

し ゅ

の産地として有名な若
わ か

杉
す ぎ

山
や ま

遺
い

跡
せ き

や、江戸時代
の富

と み

岡
お か

町
ちょう

の繁
は ん

栄
え い

の一端を示す吹
ふ き

田
た

家
け

の資料は、それらを物語っています。この展示では、那賀川流域のす
ばらしい自然と人々のくらしを、博物館に収蔵された資料を基に紹介します。

■会　　期　平成30年10月13日(土) ～11月18日(日)　休館日：毎週月曜日
■主　　催　徳島県立博物館
■開館時間　9:30 ～ 17:00　
■会　　場　博物館１階　企画展示室
■観 覧 料　無料

大きく蛇
だ

行
こう

する那賀川。この蛇行も那賀川の秘密の一つ。

若杉山遺跡出土の朱関連遺物
吹田家資料　牛岐・富岡城跡絵図

（吹田僚氏所蔵）

意外な分布を示すトサシモツケ

＜関連行事＞
（1）展示解説（申込不要）
　講師：当館学芸員
　場所：企画展示室
　日時：10月14日(日)　14:00 ～ 15:00

（2）バスツアー（申込必要）
　「花咲き乱れる那賀川の自然」
　　阿南市から那賀町にかけての那賀川の自然を

貸し切りバスで巡ります。
　　日時：11月11日（日）9:00 ～ 17:00
　　定員：30名　　参加費：無料

※往復はがきでの申し込みが必要です。詳しくは、毎月の催し物
案内のチラシか博物館のホームページで。

＜展示内容＞
（1）那賀川ってどんな川
　　那賀川の概略を展示します。

（2）自然史資料で見る那賀川
　　地学・動物・植物分野の資料を展示します。

（3）人文資料で見る那賀川
　　考古・歴史・美術工芸・民俗分野の資料を展示します。

（4）なぜ那賀川が面白いのか
　　「最後の清流」といわれたあの川との関連を

示すものを紹介します。

（5）那賀川を楽しもう
　　那賀川の3Dビデオ映像や那賀川の植物を

使った工作や料理を展示します。

　ほかにも、旧相生町で１度だけ見つかったコブ
シモドキの発見時の標本（初公開）などの貴重な
資料をたくさんご覧いただけます。

平成30年度 特別陳列

ごっついで那賀川
―博物館資料で見る那賀川流域の自然とくらし―
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　那
な

賀
か

川
がわ

の下流に位置する阿南市羽ノ浦町には、横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

をもつ古
こ

墳
ふん

時代終わりごろ（6世紀～ 7世紀)
の古墳が複数築かれています。今回は、その中から
能
の

路
ろ

寺
じ

山
やま

１号墳・観
かん

音
のん

山
やま

古墳を紹介します（図１）。
　能路寺山１号墳は、羽ノ浦町の北端に位置する
小丘

きゅう

陵
りょう

「能路寺山」の中腹、標高約20mの場所
に築かれています。東南の山

や ま

裾
す そ

に立地する「能路
寺」の西側の山道を登り、墓地造成地の東にあ
る小道を進むと、新四国八十八箇所霊

れ い

場
じょう

の石仏
が点々とたてられています。この石仏をたどってい
くと、横穴式石室の開口部が見えてきます（図２）。
現在は盛土の一部が流出していますが、直径約
10ｍ、高さ約３ｍの円墳と考えられています。
石室は全長約5.1ｍで、砂岩を積み上げて築かれ

阿南市羽ノ浦町の横穴式石室

●

●

能路寺山１号墳

観音山古墳

0 1 ㎞

図１　能路寺山１号墳・観音山古墳の位置
( 国土地理院 2 万 5000 分の 1 地形図「立江」・「阿波富岡」をもとに作成 )

図２　能路寺山１号墳

図３　観音山古墳

ており、内部に観音像が安置されています。玄
げ ん

室
し つ

(遺
い

体
た い

を納める部屋)の片側に羨
え ん

道
ど う

(石室入り口か
ら玄室へとつながる通路)が偏

かたよ

って接続する、「片
か た

袖
そ で

式
し き

」とよばれる構造を持つのが特徴です。
　一方、観音山古墳は、能路寺山から東南約600ｍ 
に位置する独立丘陵「観音山」に築かれています。
標高約20ｍの場所にある「拳

け ん

正
しょう

寺
じ

」の境
け い

内
だ い

に 
位置しており、直径約12ｍ、高さ約3.5ｍの円 
墳と考えられています（図３）。石室の奥には如

に ょ

意
い

輪
り ん

観音像が安置されており、石室の開口部を覆
お お

うように観音堂が建てられています。石室は全長
約7.3ｍで、県南では海陽町の大里２号墳に次ぐ
規模の石室です。能路寺山１号墳と同じく砂岩で
築かれていますが、観音山古墳の方が整然と石が
積まれており、平面形も玄室の中軸線上に羨道が
接続する「両

りょう

袖
そ で

式
し き

」の構造をもつなど、能路寺山
古墳との違いを観察することができます。
　このように、能路寺山１号墳、観音山古墳は近
接して立地しており、低丘陵上にあるので登るの
も容易です。半日もあれば両古墳とも見学できま
すので、気候のよい秋に、一度訪れてみてはいか
がでしょうか。 　　　　　（考古担当　岡本治代）
※能路寺山１号墳、観音山古墳は、現在も信仰の対象と

なっています。見学する際は、節度をもった行動を心
がけましょう。

参考文献
・阿波学会考古班1985「羽ノ浦町の考古学調査報告」
『総合学術調査報告　羽ノ浦町』郷土研究発表会紀
要第31号、徳島県立図書館。

・羽ノ浦町誌編さん委員会編1998『羽ノ浦町誌』歴
史編第一巻、羽ノ浦町。

・羽ノ浦町誌編さん委員会編1996『羽ノ浦町誌』自
然環境編、羽ノ浦町。
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　1927年、日米間の溝
み ぞ

に憂
ゆ う

慮
り ょ

した宣
せ ん

教
きょう

師
し

シド
ニー・ルイス・ギューリック（1860－1945）
らが全米から集め、日本に贈った約12,000体の
人形を「青い目の人形」と呼びます。これらは、
全国の小学校や幼稚園に配られ、子どもたちの人
気者となりました（徳島県には152体）。しかし、
日米両国が敵同士になった1940年代のアジア・
太平洋戦争期には、多くが処分されてしまいまし
た（図１）。
　ところで、当館では、明治・大正・昭和戦前期
に小学校教師を務めた、ある男性の遺品を保管し
ており、その中に１冊の手帳があります。彼は現
在の阿南市出身で、1927年には、太平洋のパラ
オ尋

じ ん

常
じょう

小学校（日本人学校）に赴
ふ

任
に ん

していました。
当時のパラオは、日本が国際連盟から統

と う

治
ち

を委
い

任
に ん

されていた南洋群島に含まれていました。
　手帳には、1927年９月10日午後７時からのこ
ととして、「人形歓迎会」の準備やプログラムが
記されています。「人形・造花ヲ集メルコト◎」
とあり、唱歌として「人形ヲ迎ヘル歌」「青イ目
ノ人形」が挙げられています（図２）。唱歌のう
ち前者は、各地で行われた青い目の人形の歓迎会

情報 B O X

で歌われたものです（後者は同時期に流行しまし
たが、日米間の人形交流とは無関係です）。これ
らの記載から、手帳に記されたのは、青い目の人
形の歓迎会として計画されたものだったことが分
かります。しかも、人形を集めて行うということ
から、見立てによる模

も

擬
ぎ

的なものだったとみられ
ます。青い目の人形は、当時の植民地には配布さ
れましたが、委任統治領だったためか、南洋群島
に配布されたという記録はありません。
　それなのに、パラオで歓迎会が企画された理由
は何でしょうか。この教師は、同年５～７月、本
国に出張しています。おそらくそのときに、青い
目の人形に人気が集まっていることを知り、パラ
オ在住の児童にもその雰囲気を伝えたかったので
しょう。日本人児童に共通の文化と思われていた
とも推測できます。
　歓迎会が実現したかどうかということを含めて
詳細は不明ですが、手帳のわずか２ページの記載
は、青い目の人形をめぐる歴史の一端を物語って
いるように思います。

（歴史担当：長谷川賢二）

図１　徳島県にただ１体残る青い目の人形「アリス人形」
（神山町指定文化財、神領小学校蔵）。トピックコーナー
「日米友情の人形交流90周年記念　青い目の人形アリ
ス」（2017年）の様子

図２　パラオでの人形歓迎会の記載のある手帳

“まぼろし”の青い目の人形
―ある小学校教師の手帳が物語ること―
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QQand 中央構造線の活断層がよく見える
場所を教えてください。

　中
ちゅう

央
お う

構
こ う

造
ぞ う

線
せ ん

活
か つ

断
だ ん

層
そ う

帯
た い

ぞいには、断層運動によっ
てできた崖

がけ

（低
てい

断
だん

層
そう

崖
がい

）や屈
く っ

曲
きょく

した河川、三
さん

角
かく

末
まっ

端
たん

面
めん

などがはっきりと現れている場所が多くあり
ます。三好市池田の市街地には、断層露

ろ

頭
とう

はあり
ませんが、みごとな断層変位地形が見られます。
　池田の市街地は、吉野川が２万数千年前につ
くった低

て い

位
い

段
だ ん

丘
きゅう

面
め ん

の上に広がっています。池田高
校のある北側の高台と、南側の平

へ い

坦
た ん

面
め ん

の間にある
直線的な崖が、中央構造線池

い け

田
だ

断
だ ん

層
そ う

がつくる低断
層崖です。東部では低断層崖の高さ（比高）が約
20m、西部では約30mあり、以前は断層破

は

砕
さ い

帯
た い

が見えていたそうです。断層の北側には、薄い礫
れ き

層
そ う

の下に和
い

泉
ず み

層
そ う

群
ぐ ん

が、南側では厚い第四紀堆
た い

積
せ き

物
ぶ つ

の下に三
さ ん

波
ば

川
が わ

結
け っ

晶
しょう

片
へ ん

岩
が ん

が確認されているので、こ
の場所では、地質境界としての中央構造線と、活
断層としての中央構造線が一致しています。段丘
面の西側では、吉野川の侵

しん

食
しょく

崖
がい

が右横に約200m
ずれています。仮に1回で水平方向に10m（右横
ずれ）、垂直方向に1m（北側隆

りゅう

起
き

）変位させる地
震が約1000年に一度の割合で起きたと仮定する
と、だいたい20 ～ 30回くらいの断層運動の蓄

ちく

積
せき

を見ていることになります。

　段丘の南側には丸
ま る

山
や ま

や、その南側のシンヤマな
どの丘陵があります。これらの丘陵地をつくる和
泉層群は、北側から地すべりによって移動してき
た岩体です。この崩

ほ う

壊
か い

で吉野川が一時的に塞
ふ さ

がれ、
せき止め湖が出現したのち、現在の位置で決

け っ

壊
か い

し
たと考えられます。そのため、池田の市街地周辺
では、吉野川の本流は中央構造線の北側を流れて
います。吉野川では、このような場所は他にはあ
りません。　　　　　　　（地学担当：中尾賢一）

レファレンス

三角末端面三角末端面

シンヤマシンヤマ
丸山丸山

池田高校池田高校

図１　東から見た池田地区（消防防災ヘリで撮影）。池田断層（矢印）に沿って、低断層崖（市
街地の崖）と三角末端面（断層によって切り取られた尾根の断面）が見られる。

図２　池田高校の高台からみた市街地と低断層崖。
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10月から12月までの博物館普及行事　　あなたも参加してみませんか？
シリーズ名 行　　事　　名 実施日 実施時間 申込 対　象（定員） 備　考

歴 史 散 歩
鳴門板野の古墳巡りウォーク＆レール 10月21日（日）   9:30～ 16:00 要 小学生から一般（20） 現地集合

交通費自己負担

徳島市八万町を歩こう 11月23日（金・祝） 13:00 ～ 16:00 要 小学生から一般（20） 文化の森公園集合

野外生きものかんさつ

初めての植物かんさつ（秋編） 10月28日（日） 15:00 ～ 17:00 不要 小学生から一般 同日開催
「ゼロから始める植物学」

中級クラス植物観察会11月 11月25日（日）   9:30 ～ 17:00 不要 小学生から一般

初めての植物かんさつ（冬編） 12月  9日（日） 13:30 ～ 15:30 不要 小学生から一般 同日開催
「ゼロから始める植物学」

みどりを楽しもう・味わおう リースをつくろう 12月16日（日） 13:00 ～ 16:00 要 小学生から一般（20）

生きものしらべ隊 電子顕微鏡で昆虫を見よう！① 12月  2日（日） 13:30 ～ 15:30 要 小学生から一般（15） 「電子顕微鏡で昆虫を
見よう！②」は3月10日

たのしい地学体験教室 白亜紀の地層見学〔勝浦町〕 11月18日（日） 12:00 ～ 16:00 要 小学生から一般（25） 現地集合

ミュージアムトーク

ゼロから始める植物学～植物の名前編～ 10月28日(日） 13:30 ～ 15:00 不要 小学生から一般 同日開催
「初めての植物かんさつ」

ゼロから始める植物学～標本整理編～ 12月  9日(日） 10:30 ～ 12:00 不要 小学生から一般 同日開催
「初めての植物かんさつ」

戦国期阿波の領主と熊野信仰 12月  9日(日） 13:30 ～ 15:00 不要 小学生から一般（50）

特別陳列関連行事
特別陳列「ごっついで那賀川」展示解説 10月14日（日） 14:00 ～ 15:00 不要 － 観覧料無料

花咲き乱れる那賀川の自然 バスツアー 11月11日（日）   9:00 ～ 17:00 要 小学生から一般（30） 貸切バス

部門展示関連行事

部門展示「小川昌彦氏の蝶コレクション」展示解説 10月28日（日） 14:00 ～ 15:00 不要 － 観覧料必要

部門展示「小川昌彦氏の蝶コレクション」展示解説 11月25日（日） 14:00 ～ 15:00 不要 － 観覧料必要

部門展示「恵解山古墳群の発掘と遺跡保存」展示解説 12月16日（日） 14:00 ～ 14:30 不要 － 観覧料必要

博物館スペシャル

文化の森大秋祭り!! 11月  3日（土・祝）   9:30 ～ 16:00 不要 － 祝日無料

手話通訳＆要約筆記付き博物館裏側見学 12月  2日（日） 10:30 ～ 12:00 要 小学生から一般（20）

触察付き博物館裏側見学 12月  9日（日） 10:30 ～ 12:00 要 小学生から一般（20）

◎小学生が参加する場合は保護者同伴です。　◎全ての行事が「文化の森教室」に該当します。

上記お問い合わせは、徳島県立博物館まで（電話 088-668-3636）

特典がいっぱい！！　博物館友の会に入会しませんか！

■年会費　 ・個人会員2,000円
　　　　　 ・家族会員3,000円

(10 月以降、年会費がそれぞれ半額となります｡）
■会員の特典
・年間を通して博物館の常設展、企画展

の観覧料が無料になります。（一部の企
画展を除く）

・友の会の行事に参加できます。
・友の会の出版物やミュージアムショッ

プの商品を、1割引で購入できます。
・催し物案内、博物館ニュース、会報等

が送付されます。

◆2018年度行事予定（友の会会員対象の行事です。）
　  5月27日（日）	化石を探そう	 　　※終了
	 （兵庫県南あわじ市）
　  6月16日（土）	兵庫日帰りバスツアー	　　※終了
	 （神戸市立須磨海浜水族園など）
　  7月21日（土）	ライトトラップで昆虫観察 ※終了
	 （佐那河内村）
　10月27日（土）	拓本をとってみよう	（徳島県立博物館）
　11月10日（土）	遺跡・古墳見学	 （徳島県内）
　  3月10日（日）	淡路日帰りバスツアー	（兵庫県洲本市など）
※行事名・期日・場所は変更する場合があります。
　あらかじめご了承ください。
　詳しくは、友の会事務局まで（電話 088-668-3636）

　博物館友の会は、さまざまな活動を通して自然や文化に親しむとともに、会員相互の交流を図っています。
2018年度も楽しい行事が予定されています。みなさんも参加してみませんか？

普及行事のお申し込みについて
◎1枚の往復はがきで、1行事のみ申し込むことができます。
◎行事日の1か月前から10日前までに必着でお申し込み

ください。
◎返信用はがきの住所・氏名を記入してください。
※平成29年6月1日より、はがきの料金が改訂されています。
◎希望者が多数の場合は抽選とし、詳細は当選された方

にお知らせします。
◎原則として、参加費は無料です。
※お問い合わせは、徳島県立博物館へ（電話 088-668-3636）

62 〒770-8070

往信
徳島市八万町
　　　向寺山
徳島県立博物館

＜往信の表面＞ ＜返信の裏面＞

何も書かないで
ください

62 〒

返信
あなたの
　郵便番号
　住所
　氏名

1.参加希望の
　行事名
2.参加希望者
　全員名
　（学年・年齢）
3.住所
4.電話番号

＜返信の表面＞ ＜往信の裏面＞
往復はがきの記入例
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